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自己評価・外部評価・運営推進会議活用ツール 

№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅰ.理念・安心と安全に基づく運営         

1 
理念の共

有と実践  

地域密着型サービスの意義をふ

まえた事業所理念をつくり、管理

者と職員は、その理念を共有して

実践につなげている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 会社理念の掲示を行い職員間で

共有している。ユニットカンファで毎

月理念の実践についての反省会を

行っている。 

      

2 

事業所と

地域との

つきあい 

事業所は、利用者が地域とつな

がりながら暮らし続けられるよう、

認知症の人の理解や支援の方

法などを共有し、事業所自体が

地域の一員として日常的に交流

している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

自治会に加入している。地域の防

災訓練、地区清掃、等に参加して

いる。ご近所の方と顔見知りになり

挨拶を交わしている。 

 地元の人達との交

流がないといざという

時に協力してもらえな

い。何かあった時に

は助けてもらえるよ

う、付き合いを続けて

いってほしい。お飾り

のしめ縄づくりも参加

してもらえるといい。 

     

3 

運営推進

会議を活

かした取り

組み 

運営推進会議では、利用者やサ

ービスの実際、評価への取り組

み状況等について報告や話し合

いを行い、そこでの意見をサービ

ス向上に活かしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 2月にコロナで中止したが、参加

者の人数を増やし多くの意見や情

報を取り入れようと努めている。 
 

参加人数も増えたの

で様々な意見を交換

し今後の活動に生か

していきたい。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

4 
市町村と

の連携 

市町村担当者と日頃から連絡を

密に取り、事業所の実情やケア

サービスの取り組みを積極的に

伝えながら、協力関係を築くよう

に取り組んでいる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

市の担当者、包括支援センターに

運営推進会議の開催と議事録を

郵送している。前年度は包括さん

より高評価を頂けたので今年度も

積極的に関り協力関係を築いてい

きたい。 

包括さんからは出

来る限り会議も参

加します。連携は

出来ているとの評

価を頂けた。 

    

5 

身体拘束

をしないケ

アの実践 

代表者および全ての職員が「介

護保険法指定基準における禁止

の対象となる具体的な行為」を正

しく理解しており、玄関の施錠を

含めて身体拘束をしないケアに

取り組んでいる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

身体拘束０宣言を行っている。

身体拘束適正化委員会を定期

的に行い研修も年２回行ってい

る。休日、夜間帯を除き、玄関

の施錠を行っていない。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

6 
虐待の防

止の徹底 

管理者や職員は、高齢者虐待防

止関連法について学ぶ機会を持

ち、利用者の自宅や事業所内で

の虐待が見過ごされることがな

いよう注意を払い、防止に努めて

いる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

虐待防止に関する委員会を立

ち上げ定期的に他施設の事例

をもとに検討している。また、研

修を行っている。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

7 

権利擁護

に関する

制度の理

解と活用 

管理者や職員は、日常生活自立

支援事業や成年後見制度につい

て学ぶ機会を持ち、個々の必要

性を関係者と話し合い、それらを

活用できるよう支援している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご家族から相談があった場合、ま

た必要と判断した場合には相談で

きる体制を整えている。年に 1度

全体研修で勉強会を行っている。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

8 

契約に関

する説明と

納得 

契約の締結、解約また改定等の

際は、利用者や家族等の不安や

疑問点を尋ね、十分な説明を行

い理解・納得を図っている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入居相談があった時点で施設での

不安点、疑問点等は丁寧に説明し

ている。契約時にもわかりやすく説

明をして同意が得られている。 

      

9 

運営に関

する利用

者、家族等

意見の反

映 

利用者や家族等が意見、要望を

管理者や職員ならびに外部者へ

表せる機会を設け、それらを運

営に反映させている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 家族会はコロナから行えていな

いが、アンケートを作成しご意見ご

要望を伺う機会を作っている。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 

10 

運営に関

する職員

意見の反

映 

代表者や管理者は、運営に関す

る職員の意見や提案を聞く機会

を設け、反映させている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

月 1回のユニットカンファで職員と

管理者との意見交換の場となって

いる。また、管理者は勤務にも入っ

ているため常に提案や相談を受け

ることができる。 

      

11 
就業環境

の整備 

代表者は、管理者や職員個々の

努力や実績、勤務状況を把握

し、給与水準、労働時間、やりが

いなど、各自が向上心を持って

働けるよう職場環境・条件の整備

に努めている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

勤務状況の確認、働きやすい職場

にするための環境、条件等は管理

者が聞き取りを行ったうえで本部

の職員が対応してくれている。正

社員希望者には随時面談を行って

くれている。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

12 

職員を育

てる取り組

み 

代表者は、管理者や職員一人ひ

とりのケアの実際と力量を把握

し、法人内外の研修を受ける機

会の確保や、働きながらトレーニ

ングしていくことを進めている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

代表者は会社内で行う実務者研

修、新人研修、社外で行う外部研

修、初任者研修、管理者研修、認

知症実践者研修等に積極的に参

加するように機会を設けてくれてい

る。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

13 

同業者と

の交流を

通じた向

上 

代表者は、管理者や職員が同業

者と交流する機会を作り、ネット

ワークづくりや勉強会、相互訪問

等の活動を通じて、サービスの

質を向上させていく取り組みをし

ている 

A．充分にできている 

B．ほぼできている 

Ⓒ．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

長田地区地域密着会議に参加し

ていたが現在はあまり参加できて

いない。 

     

14 

本人と共

に過ごし支

えあう関係 

職員は、本人を介護される一方

の立場におかず、暮らしを共にす

る者同士の関係を築いている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 職員は共同生活の場であること

を常に意識し、共に家事活動を行

い散歩に行き季節を感じ、悲しみも

喜びも共にして生活できている。職

員の子育ての相談をしたり生活の

中で嬉しかったことなど報告し共有

出来ている。 

    

15 

馴染みの

人や場と

の関係継

続の支援 

本人がこれまで大切にしてきた

馴染みの人や場所との関係が途

切れないよう、支援に努めている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

徐々に面会制限も緩和されご家族

ご友人、親類などと会えるようにな

っている。ご家族との外出も行えて

いる。 

居室に入って面会

が出来るようになっ

たのと、部屋の中

の服などを確認で

きたので良かった。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅱ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント         

16 
思いや意

向の把握 

一人ひとりの思いや暮らし方、生

活環境、一日の過ごし方の希望や

意向の把握に努めている。 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

センター方式 B2B3 をご家族、本

人より、記入もしくは聞き取りを行

う。日々の行動、発言から思いをく

み取る努力をしている。 

      

17 

チームで

つくる介護

計画とモニ

タリング 

本人がより良く暮らすための課題

とケアのあり方について、本人、家

族、必要な関係者と話し合い、そ

れぞれの意見やアイディアを反映

し、現状に即した介護計画を作成

している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

日々の生活の中から本人が何を

望んでいるのかアセスメント又は

家族より聞き取りを行う。ケースカ

ンファレンスで話し合いケアプラン

を作成。月に 1回のモニタリング、

短期目標ごとの担当者会議の開

催を行っている。 

 本人の意見を尊

重し、ご家族様とも

話し合いながら対

応していることをこ

れからも続けていっ

てほしい。  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

18 

個別の記

録と実践

への反映 

日々の様子やケアの実践・結果、

気づきや工夫を個別記録に記入

し、職員間で情報を共有しながら

実践や介護計画の見直しに活かし

ている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 経過記録に個々の気づきを入

力。カンファレンスにて話し合いが

出来ている。記録などもケアプラン

の見直しの材料になっている。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

19 

一人ひとり

を支えるた

めの事業

所の多機

能化 

本人や家族の状況、その時々に生

まれるニーズに対応して、既存の

サービスに捉われない、柔軟な支

援やサービスの多機能化に取り組

んでいる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 本人や家族の要望や希望に柔

軟に対応している。本人の状態に

合わせた役割、体操を取り入れて

いる。またご家族様の状況によっ

ては受診等の支援を行うこともあ

る。 

 入居者様お一人お

一人にあった対応を

している。受診には介

護タクシーを利用。近

くの皮膚科の Dr との

連携もとれている。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

20 
地域資源

との協働 

一人ひとりの暮らしを支えている地

域資源を把握し、本人が心身の力

を発揮しながら安全で豊かな暮ら

しを楽しむことができるよう支援し

ている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

シニアサポーターの利用やグリー

ンバンクを利用している。コロナ禍

前には地域の商店街やコンビニ、

公園などに出掛けることが出来て

いた。 

 グリーンバンクの

お花を入居者様と

植えたり成長を楽し

みながら水やりを

行っている。 

    

21 

かかりつけ

医の受診

支援 

受診は、本人及び家族等の希望を

大切にし、納得が得られた かかり

つけ医と事業所の関係を築きなが

ら、適切な医療を受けられるように

支援している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご希望により、主治医を決めてい

る。往診医とは 24時間着くように

なっている。緊急時や体調不良時

にはいつでも診察してもらえる環境

をととのえている。 

      

22 

入退院時

の医療機

関との協

働 

利用者が入院した際、安心して治

療できるように、また、できるだけ

早期に退院できるように、病院関

係者との情報交換や相談に努めて

いる。あるいは、そうした場合に備

えて病院関係者との関係づくりを

行っている。 

 
 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

入院時や受診時は出来る限り

付き添い情報共有している。ま

た、付き添い時には名刺をお渡

しし、電話等の対応もしている。

退院時はアセスメントに出掛

け、今後の生活について医師

や看護師と話し合いを行ってい

る。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

23 

重度化や

終末期に

向けた方

針の共有

と支援 

重度化した場合や終末期のあり方

について、早い段階から本人・家

族等と話し合いを行い、事業所で

できることを十分に説明しながら方

針を共有し、地域の関係者と共に

チームで支援に取り組んでいる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

重度化については入居契約の

時にまず話をさせて頂いてい

る。重度化した時にはこれから

の生活について本人、家族、医

師、看護師と共に方針を情報共

有している。自宅に 1度は帰り

たい等の要望に応えられる様

にしている。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

24 

急変や事

故発生時

の備え 

利用者の急変や事故発生時に備

えて、全ての職員は応急手当や初

期対応の訓練を定期的に行い、実

践力を身に付けている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 事故発生時、緊急時マニュアル

を整備している。研修でも行ってい

る。緊急時で実際にあったことを申

し送りで伝えている。 

      

25 災害対策 

火災や地震、水害等の災害時に、

昼夜を問わず利用者が避難できる

方法を全職員が身につけるととも

に、地域との協力体制を築いてい

る 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご近所の方々、大家さんには協力依

頼をしている。年に２回は防災訓練を

行っている。外に出る訓練、垂直移動

訓練を行っている。 

大雨で横の道が冠

水した際近所の方

が夜中に心配して

連絡をくれた。近隣

の連携が取れてい

ると実感した。 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援          

26 

一人ひとり

の尊重とプ

ライバシー

の確保 

一人ひとりの人格を尊重し、誇り

やプライバシーを損ねない言葉

かけや対応をしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 言葉がけには常に気を付けて

いる。カンファレンスでも言葉遣

いの研修を行っている。また、

排泄時や入浴時にプライバシ

ーに配慮している。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

27 

日々のそ

の人らしい

暮らし 

職員側の決まりや都合を優先す

るのではなく、一人ひとりの日常

生活における希望や意向、暮ら

しのペースを大切にし、その日を

どのように過ごしたいか、希望に

そって支援している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

毎日の日課は決まっているが、

天気の良い日には園芸を行っ

たり、桜の時期には土手まで行

ったり、手作りおやつ、誕生会

などそれぞれのご希望を伺って

いる。 

      

28 

食事を楽し

むことので

きる支援 

食事が楽しみなものになるよう、

一人ひとりの好みや力を活かし

ながら、利用者と職員が一緒に

準備や食事、片付けをしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

その方その方にあったお手伝

いにはなるが切ったり洗ったり

の調理や片づけなど一緒に行

い楽しい雰囲気を作っている 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

29 

栄養摂取

や水分確

保の支援 

食べる量や栄養バランス、水分

量が一日を通じて確保できるよ

う、一人ひとりの状態や力、習慣

に応じた支援をしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 食事量は体調や体格に合わせ

医師に相談している。食事は栄養

士が作成したメニューを提供してい

る。水分量もそれぞれの疾病や体

格を医師に相談しながら決めてい

る。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

30 
口腔内の

清潔保持 

口の中の汚れや臭いが生じない

よう、毎食後、一人ひとりの口腔

状態や本人の力に応じた口腔ケ

アをしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 毎食後、口腔ケアを行っている。

ご自身でできない部分を職員がお

手伝いしている。義歯は夜間中ポ

リデントにつけている。ご自身で行

えない方には口腔ウエッティなども

使用している。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

31 
排泄の自

立支援 

排泄の失敗やおむつの使用を減

らし、一人ひとりの力や排泄のパ

ターン、習慣を活かして、トイレで

の排泄や排泄の自立にむけた支

援、便秘の予防等、個々に応じ

た予防に取り組んでいる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

それぞれの排泄パターンをつ

かみその方に合った時間に対

応しています。テープ止めの方

は排便時はトイレに座る支援を

しています。便秘予防の牛乳や

体操も取り入れています。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

32 

入浴を楽し

むことがで

きる支援 

一人ひとりの希望やタイミングに

合わせて入浴を楽しめるように、

職員の都合で曜日や時間帯を決

めてしまわずに、個々にそった支

援をしている 

A．充分にできている 

Ⓑ.ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 15：00～16：30まで時間を取り、

ご本人の好みに合わせた温度、シ

ャンプー、入浴剤などを使用してい

る。入浴後は髪をセットし気持ちよ

い湯上りになる様支援している。 

      

33 
安眠や休

息の支援 

一人ひとりの生活習慣やその

時々の状況に応じて、休息した

り、安心して気持ちよく眠れるよう

支援している 

A．充分にできている 

Ⓑ.ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 夜間、不眠の方には日中の活

動量のアップを図っている。体

調や嗜好に合わせ休息時間を

設け、夕食後はクールダウンの

時として落ち着いた音楽を流し

朗読会を行い就寝しやすい雰

囲気作りをしている。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

34 服薬支援 

一人ひとりが使用している薬の

目的や副作用、用法や用量につ

いて理解しており、服薬の支援と

症状の変化の確認に努めている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

往診時には薬剤師が立ち合

い、お薬の変更時には本人、ご

家族にお伝えしている。職員は

毎服薬介助の際に錠数名前を

読み上げ別の職員が確認して

いる。内服後の変化については

記録、申し送りで漏れのないよ

う観察している。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

35 

役割、楽し

みごとの支

援 

張り合いや喜びのある日々を過

ごせるように、一人ひとりの生活

歴や力を活かした役割、嗜好品、

楽しみごと、気分転換等の支援

をしている 

A．充分にできている 

Ⓑ.ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

体操の声掛け、新聞を取りに行く

などその人が無理なくできる役割

を行って頂き感謝の気持ちを伝え

ている。セレクトメニューで肉、魚を

選んでいただいたり、たまにはお

寿司などのテイクアウトもしてい

る。散歩は雨が降らない限り毎日

行い 1対 1でお話をする時間を作

っている。 
 

面会制限が解除

され家族との時

間が取れるように

なった。 

    

36 
日常的な

外出支援 

一人ひとりのその日の希望にそ

って、戸外に出かけられるよう支

援に努めている。また、普段は行

けないような場所でも、本人の希

望を把握し、家族や地域の人々

と協力しながら出かけられるよう

に支援している 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 面会の緩和によりご家族様との

外出が出来るようになった。ご希望

があれば近くに買い物に行くことも

行っている。 

 ご家族との外出

ができる酔いにな

った。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

37 

お金の所

持や使うこ

との支援 

職員は、本人がお金を持つこと

の大切さを理解しており、一人ひ

とりの希望や力に応じて、お金を

所持したり使えるように支援して

いる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 ご希望があれば、マスクを着

用し、お小遣いを持っていただ

き近所のスーパーなどに買い

物に行く支援を行えるようにな

った。 

      

38 
電話や手

紙の支援 

家族や大切な人に本人自らが電

話をしたり、手紙のやり取りがで

きるように支援をしている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

ご希望があれば電話をかけた

り手紙を出したりの支援を行っ

ている。書ける人は年賀状を出

している。 

      

39 

居心地の

よい共用

空間づくり 

建物内部は一人ひとりの身体機

能やわかる力を活かして、安全

かつできるだけ自立した生活が

送れるように工夫している。共用

の空間が、利用者にとって不快

や混乱をまねくような刺激がない

ように配慮し、生活感や季節感を

採り入れて、一人ひとりが居心地

よく過ごせるような工夫をしてい

る 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

施設内はバリアフリーになってい

る。できる限り家庭に近い環境でテ

レビ、ソファを配置し、季節に合っ

た飾り物、音や光、窓からの風を

感じている。居室で静かに休みた

い方は居室内で、フロアで人の声

を聴いて安心される方はフロアで

過ごされている。フロアは毎日、居

室は週２回の清掃。布団は週１回

干している。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

Ⅳ．本人暮らしの状況把握・確認項目（利用者一人ひとりの確認項目）         

40 

本人主体

の暮らし 

本人は、自分の思い、願い、

日々の暮らし方の意向に沿っ

た暮らしができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 日々の発言の中から、本人が

思っていることを聞き取り、今は

どうされたいかを確認し意向に

沿った支援をしている。 

      

41 

本人は、自分の生活歴や友

人関係、暮らしの習慣、特徴

など様々な情報をもとに、ケ

ア・支援を受けることができて

いる 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 B2B3を使用し、家族やご本

人からの情報をもとに本人に合

った支援をさせて頂いている。 

      

42 

本人は、自分の健康面・医療

面・安全面・環境面について、

日々の状況をもとに、ケア・支

援を受けることができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 往診を月に２回、看護師による健

康観察を週に１回受けている。施

設内では職員が見守れる体制を

取っている。 

  

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

43 
生活の継

続性 

本人は、自分のペースで、こ

れまでの暮らしの習慣にあっ

た生活ができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 共同生活の為、概の時間は決ま

っているが、その方に合った生活

スタイルで起床や就寝の時間を決

めている。また、日中の体調に合

わせ臥床時間や休息時間をそれ

ぞれ設けている。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

44 

生活の継

続性 

本人は、自分のなじみのもの

や、大切にしているものを、身

近（自室等）に持つことができ

ている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

CDや写真、仏壇、椅子、箪笥

など馴染みの物を持ち込んで

頂いている。洋服もご自身で好

きなものを持ち込んで頂いてい

る。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

45 

本人は、自分の意向、希望に

よって、戸外に出かけること

や、催（祭）事に参加すること

ができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家族や本人の意向で外出や催事

の参加が出来ている。 

家族との外出が

出来ている。 
    

46 

本人が持

つ力の活

用 

本人は、自分ができること・で

きないこと、わかること・わか

らないことを踏まえた、役割

や、楽しみごとを行うことがで

きている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

B2B3家族からの情報、本人の

発する言葉を頼りに好きなこと

施設での役割を行って頂いてい

る。 

      

47 

本人は、自分がいきいきと過

ごす会話のひと時や、活動場

面を日々の暮らしの中で得る

ことができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

昔取った杵柄、料理や洗濯など

得意なことを役割として、毎日

の共同生活の中で得意なことを

行って頂いている。 

  

Ⓐ．充分にできている 

B．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

  

48 

本人は、自分なりに近隣や地

域の人々と関わったり、交流

することができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

 お祭りはまだ開催が少ないが地

域の清掃活動や避難訓練には参

加できている。今後も開催される行

事があれば参加していきたい。 

町内の清掃など

参加できている。 
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№ タイトル 評価項目 自己評価 記述 
運営推進会議で話

しあった内容 
外部評価 記述 

49 総合 

本人は、この GHにいること

で、職員や地域の人々と親し

み、安心の日々、よりよい

日々をおくることができている 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 

家庭に近い環境で共同生活を送り

出来ることは自分で行い散歩に行

き体で季節を感じ地域の方々と挨

拶を交わし食事作りやおやつ作り

でにおいを感じ常に見守られてい

る安心感を持って生活できている。 

そうであってほし

いとの思いを職

員が持ち日々の

生活支援を行っ

ている。 

A．充分にできている 

Ⓑ．ほぼできている 

C．あまりできていない 

D．ほとんどできていない 
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　（参考様式４） 事業所名　　　　　　 にこやかハウス

目標達成計画 作成日：　　　　　令和　5年9月1日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 34

往診で服薬の変更があっても、間違いのない様
に服薬介助を行う。

用法・容量・副作用・服薬目的を理解して、
正確に服薬介助を行う。

・担当入居者様の服用しているお薬の内容を理
解し把握する。・介助時は服薬シートを読み上
げ、服薬時間、錠数、氏名の確認を必ず職員同
士で行う。

6ヶ月

2 28

何らかの形で食事の準備や後片付けに参加し
ていただく。

食事の支度、食事、片づけをみんなで行い
食事を楽しいものと感じていただく。

その人に合ったお手伝いを考え支度や片づけ
を楽しんで行って頂ける様支援する。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。

【目標達成計画】　

34の反省   　　服薬シートで確認し、氏名、飲む時、錠数を他の職員と確認し合い服薬介助を行っている。今後も間違いや事故のない様に続けてい
く。

28の反省　　　野菜を洗ったり、切ったり、おしぼりを丸める、テーブルを拭くなど、できる準備を職員と一緒に行っている。食後の食器やお盆ふきなど
も　　　　　一緒に行えている。



　（参考様式４） 事業所名　　　　　　 にこやかハウス

目標達成計画 作成日：　　　　　令和6年9月13日

優先
順位

項目
番号

現状における問題点、課題 目標 目標達成に向けた具体的な取り組み内容
目標達成に
要する期間

1 28

食事までの時間が退屈だったり、落ち着かなく
なることが多い。

食事を提供されているのではなく自分たちで
支度、片づけをしている実感を持っていただ
き支度と食べることの両方を楽しんでいただ
きたい。

野菜を洗う、切る、剥くなど又はおしぼりを配る
テーブルを拭くなど片付けで食器を洗う拭くなど
その人に出来ることを行って頂き感謝をお互い
に伝える。

6ヶ月

2 24

入居者様の急変時や事故発生時の対応の仕
方をある程度想定し実際起こった時に慌てない
様に職員全体で共有したい。

全職員が緊急時や事故発生時に適切な対
応が出来るようになる。

カンファで勉強会を行う。緊急時の対応につい
てわかりやすくまとめ掲示する。

6ヶ月

3 ヶ月

4 ヶ月

5 ヶ月

注）項目の欄については、自己評価項目の№を記入して下さい。項目数が足りない場合は、行を挿入してください。

【目標達成計画】　

目標達成計画は、自己評価及び外部評価結果をもとに職員一同で次のステップへ向けて取り組む目標について話し合います。
目標が一つも無かったり、逆に目標をたくさん掲げすぎて課題が焦点化できなくならないよう、事業所の現在のレベルに合わせた目標水準を考えながら、優先して取り組む具
体的な計画を記入します。


